
指定 作者 作品名 制作年 材質 形状 備考

重文 渡辺崋山
わたなべかざん

一掃百態
いっそうひゃくたい

文政元（1818）年 紙本墨画淡彩 冊子
展示期間
4月26日（土）～5月6日（火・祝）

渡辺
わたなべ

小
しょう

華
か

編集 一掃百態
いっそうひゃくたい

明治１７（１８８４）年 紙本版本 冊子

展示期間
4月１２日（土）～４月２５日（金）、
5月８日（木）～６月１日（日）

市指 渡辺崋山
わたなべかざん

両国橋
りょうごくばし

納涼
のうりょう

之
の

図
ず

江戸時代後期 紙本墨画淡彩 掛幅

鈴木
す ず き

鵞
が

湖
こ

両国橋納涼図
りょうごくばしのうりょうず

元治元(1864)年 紙本淡彩 掛幅

渡辺崋山 両国橋図稿
りょうごくばしずこう

江戸時代後期 紙本墨画淡彩 巻子

金子金
かね こ き ん

陵
りょう

天香玉兎
てんこうぎょくと

図
ず

江戸時代後期 絹本着色 掛幅

谷
たに

　文晁
ぶんちょう

異国船
い こ く せ ん

図
ず

文政１２（１８２９）年 紙本墨摺 掛幅

渡辺崋山 仲秋歩月
ちゅうしゅうほげつ

五言律詩
ご ご ん り っ し

江戸時代後期 紙本墨書 掛幅

渡辺小華 ヒポクラテス像
ぞう

安政6（1859）年 絹本着色 掛幅 三宅友信賛

桜間青厓
さくらませいがい

文王
ぶんのう

呂
り ょ

尚
しょう

図
ず

・三顧之礼図
さ ん こ の れ い ず

江戸時代後期 絹本着色 掛幅

福田
ふ く だ

半
はん

香
こう

富
ふう

貴
き

木蓮
もくれん

図
ず

江戸時代後期 絹本着色 掛幅

福田半香 菊花
き っ か

湖
こ

石
せき

図
ず

安政2(1855）年 絹本着色 掛幅

平井
ひ ら い

顕
けん

斎
さい

旭日鳳凰図
きょくじつほうおうず

嘉永2(1849)年 絹本着色 掛幅

山本琹谷
やまもときんこく

月
つき

次
なみ

風俗
ふうぞく

図
ず

屏風
びょうぶ

慶応3（1867）年 紙本着色 屏風

参考
出品 田崎

た ざ き

草
そう

雲
うん

徳川
とくがわ

十六
じゅうろく

家臣
か し ん

図
ず

明治時代 絹本着色 掛幅

渡辺崋山画

太白
たいはく

堂
どう

孤
こ

月
げつ

編
桃家春帖
とうかしゅんじょう

天保７（１８３６）年 紙本墨摺 冊子

椿　椿山
つばき　ちんざん

画

太白堂孤月編
桃家春帖
とうかしゅんじょう

嘉永2(1849)年 紙本墨摺 冊子

歌川広重
うたがわひろしげ

東都大伝馬街繁栄之図
と う と お お て ん ま が い は ん え い の ず

江戸時代後期 版画

歌川広重 東都名所両国橋花火之図
と う と め い し ょ り ょ う ご く ば し は なび の ず

江戸時代後期 版画

歌川広重 両国納涼大花火
りょうごくのうりょうおおはなび

江戸時代後期 版画

歌川広重 日本湊尽
にほんみなとづくし

　東都
と う と

江戸
え ど

橋
ばし

江戸時代後期 版画

斎藤
さいとう

月岑
げっしん

著

長谷川
は せ が わ

雪旦
せったん

画
江戸
え ど

名所
めいしょ

図会
ず え 初版：天保５（１８３４）年・

天保７（１８３６）年 紙本墨摺 冊子

斎藤月岑著
長谷川雪旦画 東都

と う と

歳時記
さ い じ き

天保９（1838）年 紙本墨摺 冊子
展示期間
5月８日（木）～６月１日（日）

曲亭馬琴
きょくていばきん

南総里見
なんそ う さ とみ

八犬伝
はっけんでん

江戸時代後期 紙本墨摺 冊子
展示期間
4月１２日（土）～５月６日（火）

　令和7年4月12日（土）～6月1日（日）

　展示室　　　特別展示室
渡辺崋山と江戸時代の文化

　大河ドラマなどで注目される江戸時代。渡辺崋山や同時代に

　活躍した画家たちの作品とともに江戸時代の文化も紹介します。

　　重文＝重要文化財　　　市指＝田原市指定文化財　　　　全て当館所蔵



＜作者紹介＞ 

 

渡辺崋山 寛政５（1793）年～天保１２（1841）年 

渡辺定通の長男として、江戸に生まれました。はじめ

平山文鏡に師事し、白川芝山、金子金陵、谷文晁らに

絵を学びます。崋山は写実的な描写にこだわりました。

特に肖像画を得意とし、西洋の陰影法を巧みに使い、

独自の画風を確立しました。また重要文化財「一掃百

態図」（当館蔵）など、当時の文化や風俗を伝える資料

が残っています。 

 

谷 文晁 宝暦１３（1763）年～天保１１（1840）年 

田安家家臣で詩人でもあった谷麓谷の子として江戸に

生まれました。はじめ加藤文麗、渡辺玄対に絵を学びまし

た。寛政４（１７９２）年、田安家出身の白河藩主松平定信

の近習となり、『集古十種』などを編纂しました。当時の画

壇の重鎮として活躍し、渡辺崋山をはじめ多くの弟子を

輩出しました。 

 

金子金陵 生年不詳～文化１４（１８１７）年 

旗本である大森勇三郎の家臣。絵を谷文晁に学んだと

され、沈南蘋風の花鳥画を得意としました。渡辺崋山が

書いた「退役願書稿」（当館蔵）によると、崋山は白川芝山

の画塾の授業料が払えず破門されます。そのため父の紹

介により金陵の弟子となりました。崋山、椿椿山の師とし

て知られています。 

 

曲亭馬琴 明和４（1767）年～嘉永元（1848）年 

本名は瀧澤興邦で、滝沢馬琴と呼ばれることもあり

ます。馬琴は江戸時代後期のベストセラー小説『南総

里見八犬伝』の作者です。馬琴の息子、滝沢琴嶺が渡

辺崋山と同じ金子金陵の弟子である事から交友がは

じまりました。馬琴と崋山は本を貸し借りする仲でした。 

 

桜間青厓 天明６（1786）年～嘉永４（1851）年 

岡崎藩主本多家に仕えた岡崎藩士です。渡辺崋山・

椿椿山と交友していました。青厓が描く山水画は「山

水は我青厓に及ばず」と崋山に言われるほど得意でし

た。蛮社の獄で崋山が捕らえられた際に、崋山の釈放

に尽力した一人です。 

 

歌川広重 寛政９（１７９７）年～安政５（１８５８）年 

本名は安藤重右衛門。定火消（江戸幕府が設置した

消防組織）を務める安藤源右衛門の長男として生まれ

ました。歌川豊広に入門し、文政元（１８１８）年に一遊斎

という号でデビュー。「東海道五十三次」や「江戸名所」

などのシリーズを発表しました。また短冊状の花鳥画

や肉筆画も描いています。 

 

福田半香 文化元（1804）年～元治元（1864）年 

遠江国見附（静岡県磐田市）で生まれました。はじめ掛

川藩の絵師村松以弘、続いて勾田台嶺に絵を学びました。

天保４（１８３３）年、田原に帰郷中の渡辺崋山を訪ね、そ

の後崋山の弟子になります。半香は花鳥画も描きました

が、山水画を得意としました。 

 

平井顕斎 享和２(1802)年～安政３(1856)年 

遠江国川崎 (現在の静岡県牧之原市)に生まれました。

はじめ掛川藩御用絵師の村松以弘に、のち江戸に出て谷

文晁、渡辺崋山に師事しました。顕斎は崋山の作品を丹

念に模写し、山水画を最も得意としました。重要文化財の

渡辺崋山筆「芸妓図」（静嘉堂文庫美術館蔵）は顕斎へ

贈られたものです。 

 

山本琹谷 文化８（1811）年～明治６（1873）年 

石見国津和野（現在の島根県津和野市）で生まれま

した。はじめ津和野藩家老の多胡逸斎に絵を学びまし

た。江戸へ出府後、渡辺崋山の弟子になり、天保１１（１

８４０）年には椿椿山へ入門します。嘉永６（１８５３）年、

津和野藩絵師になりました。山水画や人物画を得意と

しました。 

 

鈴木鵞湖 文化１３（1８１６）年～明治３（1８7０）年 

下総国（現在の千葉県）の農家に生まれました。名は

雄、晩年に鵞湖と称しました。江戸に出て谷文晁に絵

を学びました。谷文晁の画風を受け継ぎ、代表作に「蜀

の桟道図」（千葉県立美術館蔵）などがあります。次男

に石井鼎湖、孫に石井柏亭がおり、３代にわたって画

壇で活躍しました。 

 

渡辺小華 天保６(1835)年～明治２０(1887)年 

渡辺崋山の次男です。小華が７歳の時に、父である

崋山が亡くなりました。その後、椿椿山の画塾に入門し、

花鳥画の技法を学びます。２２歳の時、兄の立の死後、

渡辺家の家督を継ぎ、３０歳で田原藩の家老に就きま

した。明治維新後、内国勧業博覧会への出品や明治宮

殿の杉戸絵などを制作しました。 

 

 

 


